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芹沢銈
せりざわけい

介
すけ

美術館 企画展 

「暮らしにとけこむ型染 ―芹沢染紙研究所の仕事―」 
 

◆ アピールポイント 
芹沢染紙研究所で制作された、うちわ、カレンダー、グリーティング 

カード等の多彩な型染の日用品 300 点を展示します。 

◆ 日時・期間 
令和 5 年 7 月 4 日（火）～9 月 24 日（日）（開館時間 9:00～16:30） 

【休館日】毎週月曜（7/17、9/18 は開館）、7/18、9/19  

◆ 場   所 静岡市立芹沢銈介美術館（駿河区登呂五丁目 10-5） 

◆ 内容など  

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型染うちわ             型染カレンダー 

◆ 観 覧 料 

一般 420 円 / 高・大生 260 円 / 小・中 100 円  

※静岡市内在住の 70歳以上の方・小中学生（通学含む）・未就学児は無料 

※障がい者手帳等の提示により本人及び同伴者１名無料 

 ぜひ取材をお願いします。    

【当館 HP】 https://www.seribi.jp/   

Twitterもご覧ください！→ 

報道資料 

【問合せ】 

静岡市立芹沢銈介美術館 

（駿河区登呂五丁目 10-5） 

担当 田中、山田 

電話 ０５４－２８２－５５２２ 

 

 芹沢銈
せりざわけい

介
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は作家として型染の芸術性を追求

し、国外でも高い評価を受けている一方、型染

の特徴を活かした量産への強い希望を持ってい

ました。1955（昭和 30 年）、自邸内に芹沢染紙

研究所を設立、カレンダー、うちわ、グリーテ

ィングカード、包装紙、額絵、絵葉書、風呂敷、

ふきんなど、多彩な日用品を生産し、芹沢の模

様は人々の生活の中にとけこんでいきました。

芹沢染紙研究所で制作された 300 点の品々を通

じて、その仕事の豊かさをご覧いただきます。 

 

https://www.seribi.jp/

